図形の応用問題　１
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(1)　図のように、1辺が4cmの正方形ABCDに円が
　　内接しています。また点Pは円周上を動く点です。
　　APの長さが最大になるとき、その長さを求めな

　　さい。
(2)　図のような半径4cmのおうぎ形があります。
　BCを折り目として中心Oが円周に重なるように
　折り、重なった点をDとします。

　このとき、次の問いに答えなさい。
　①∠BCDを求めなさい。
　②斜線部分の面積を求めなさい。


(3)右の図でABCDは長方形でBC＝18cmである。

　長方形の内部に、半径5cmの円2つを

　図のように内側に接するようにした。

　このとき、ABの長さを求めよ。

解答・解説
(1)　円の中心をOとする。OからADに垂線OEを引く。

　APが最大になるのは点PがAC上で、OとCの間にあるとき。

　△AEOは1：1：
[image: image15.bmp]の三角形なので、AO＝2
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　円の直径は4cmなので、半径は2cmで、OP＝2
　よって、最大となるときのAPの長さは2
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＋2(cm)

(2)①折り返して作ったのでのBD＝BO＝4cm

　　また、ODはおうぎ形の半径なので、OD＝4cm

　　よって、△OBDは正三角形になっている。

　　→∠OBD＝60度

　　→∠CBD＝60÷2＝30度

　　△BCDに着目して、∠BCD＝180－90－30＝60度

　②おうぎ形OADの面積＝4×4×π×
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　　△OBCは1：2：
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の三角形なので、OC＝
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　　DからOAに垂線OHを引くと、△ODHは1：2：
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の三角形なので、DH＝2cm

　　△OCD＝
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　　よって、斜線部分の面積は、
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(3)　左下の円の中心をO、右上の円の中心をO'とする。
　　Oを通りBCに平行な直線と、O'を通りABに垂直な直線との交点をPとする。
　　OP＝18－5－5＝8cm

　　OO'＝5＋5＝10cm

　　△OO’Pで三平方の定理により、O’P2＋82＝102　

　　これを解いて、O’P＝6

　　よって、AB＝6＋5＋5＝16cm
長さが18センチの

針金を曲げて

長方形をつくると

面積が18になった。

対角線の長さわ
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